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彙

報

ー
一
五

此
の
謡
は
更
に
細
論
を
要
す
べ

5
で
あ
る
。
殊
に
個
別

的
因
果
律
一
般
と
其
の
一
種
と
し
て
の
史
的
因
果
律
と
の

闊
係
を
見
る
に
於
て
時
間
概
念
は
其
の
重
要
な
る
役
目
を

演
ず
べ
き
で
あ
ら
う
。
＄
り
と
て
他
方
に
自
然
科
學
的
の

因
果
法
則
に
於
て
は
時
間
概
念
は
一
方
に
於
て
其
の
介
在
．

を
要
す
る
こ
と
勿
論
な
り
と
せ
ら
る
と
同
時
に
、
他
方
に

於
て
は
歴
史
の
意
義
に
於
け
る
時
間
概
念
は
決
し
て
其
の

要
素
に
は
あ
ら
ず
と
も
い
ひ
得
る
。
此
く
し
て
問
題
は
之

を
一
般
的
に
言
ひ
表
は
せ
ぱ
因
果
態
一
般
と
時
間
概
念
と

の
闘
係
如
何
と
い
人
事
に
な
る
。
恐
く
此
の
励
の
究
明
が

史
學
認
識
論
に
於
て
更
に
一
新
生
面
を
開
く
べ
き
次
の
壇

場
で
は
な
か
ら
う
か
。

以
上
余
は
田
邊
博
士
に
到
し
て
答
へ
ん
と
欲
す
る
所
を

盛
し
た
。
之
に
到
し
て
更
に
示
数
を
惜
ま
る
ヽ
事
な
く
ん

ば
幸
ひ
で
あ
る
。
終
り
に
臨
み
博
士
に
到
し
重
ね
て
深
厚

の
敬
意
を
表
す
る
。
（
七
、
九
、
二
拾
）

に
あ
ら
ざ
る
か
。

哲
學
倫
理
學
會
．

哲
學
倫
理
學
合
は
十
月
六
日
例
年
の
如
く
遠
足
會
を
催
し
、
奈
良
に
遊
び

て
雨
中
の
景
を
賞
し
た
り
。
西
田
、
朝
永
、
，
朦
井
三
数
授
も
之
れ
に
加
は
れ

り．大
正
七
年
十
月
三
日
午
後
一
ー
一
時
半
よ
り
、
學
生
集
會
所
に
於
て
文
學
士
揺
宮

一
郎
氏
渡
満
送
別
會
、
新
入
含
員
款
會
を
開
き
左
の
講
演
の
後
、
晩
衰
を
共

に
せ
り
。一

、
＞
ク
ッ
ト
ソ
ン

H
u
m
a
n
P
s
y
c
h
o
l
o
g
y
に
就
き
て

文

學

士

岩

井

膀

二

郎

君

二
、
初
め
て
反
應
法
を
考
案
し
て
精
紳
の
客
輝
的
時
間
を
測
定
し
た
る
・

ド
ン
デ
ル
ス
の
寅
職

文
學
士

教
育
學
會

十
月
十
日
午
後
六
時
よ
り
學
生
莫
會
所
に
於
て
例
會
を
開
き
、
左
の
講
演

あ
り
。

米

國

の

近

朕

エ

エ

ル

大

學

助

数

授

鞘

河

貫

一

君

祗
學
會
讀
書
會

九
月
十
七
日
午
後
六
時
よ
り
學
生
集
會
所
に
於
て
守
屋
學
士
送
別
を
兼
ね

心
理
學
讀
書
會

彙

報

楢

熔

浅

太

郎

君
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心
理
的
摸
倣
説
、
環
境
習
熟
説
の
三
部
類
に
大
別

L
、

の
不
完
全
な
る
を
指
摘
し
て
氏
の
所
謂
文
化
の
社
會
心
理
説
な
る
も
の
を
述

べ
、
更
に
之
に
網
済
現
象
宗
敬
現
象
等
に
見
て
其
の
所
説
の
正
確
な
る
を
立

證
せ
ん
と
せ
る
も
の
な
り
。

今
春
、
文
學
士
岡
本
春
彦
君
が
、
思
ひ
も
寄
ら

美
學
美
術
史
研
究
會

美
學
美
術
史
研
究
會
は
、
九
月
十
七
日
午
後
六
時
よ
り
學
生
集
會
所
に
於

て
、
晩
餐
會
を
兼
ね
た
る
例
會
を
開
き
、
席
上
、
文
學
士
醐
井
利
吉
郎
君
の

厳
島
平
家
納
鯉
に
闘
す
る
談
話
あ
り
、
十
時
過
ぎ
散
會
し
た
り
。

岡
本
文
學
士
遺
稿
出
版

ず
病
の
為
に
長
逝
す
る
や
、
師
友
悉
く
之
れ
を
痛
惜
し
、
吾
等
同
人
も
亦
、
君

の
逍
稿
『
紳
祗
主
義
に
就
て
』
と
『
シ
ヱ
リ
ン
グ
の
象
徴
思
想
』
の
一
節
を

此
等
の
文
化
褻
展
説

螢
む
社
會
生
活
こ
れ
な
り
と
な
し
、

従
末
の
文
化
褻
展
説
を
地
理
的
環
境
詫

文
化
疲
展
の
諸
學
詑

Ellwo()d 

亜
米
利
加
社
會
學
雑
誌
の
汲
近
臨
に
現
れ
た
る

紹
介
な
り
。
郎
ち
氏
は
文
化
褻
展
と
祉
會
進
化
の
概
念
を
匿
別
す
る
の
要
あ

り
と
し
、
社
會
は
動
物
猶
之
を
有
す
れ
ど
も
文
化
は
獨
り
人
類
特
有
の
産
物

な
る
を
以
つ
て
文
化
褒
展
の
理
論
は
必
ず
や
人
類
特
有
の
事
賞
に
求
む
べ
き

も
の
に
し
て
、
其
特
質
は
即
ち
梱
髄
の
疲
逹
と
言
語
に
よ
る
の
相
互
交
函
を

氏
論
文
の

銅

直

學

士

哲

例
會
を
開
く
。
米
田
諦
師
以
下
會
員
十
名
出
席
、
晩
餐
俊
左
の
諧
演
あ
り
。

學

研

究

第

三

十

二

戟

営

盤

大

定

著

新

著

紹

介

―
一
六

本
誌
に
掲
げ
て
、
若
く
し
て
夭
折
し
た
る
異
オ
の
片
彩
と
低
ん
だ
こ
と
で

あ
る
が
、
故
人
の
如
き
人
が
心
血
を
浪
い
で
置
い
た
逍
稿
を
永
く
筐
底
に
埋

め
置
い
て
は
な
ら
な
い
か
ら
、
西
田
朝
永
雨
拇
士
、
厨
川
白
村
氏
、
矢
野
禾

積
、
宮
城
信
雅
雨
學
士
等
の
盛
力
に
よ
っ
て
、
其
の
遺
稿
中
・
ょ
リ
、
内
容
と

祉
と
に
於
て
、
一
巻
と
し
て
一
般
讀
書
界
へ
後
表
す
る
に
最
も
適
賞
な
る
『
哲

人
ブ
ル
ノ
ー
』
の
一
篇
を
撰
ん
で
公
列
し
、
哲
學
上
の
主
著
『
シ
ェ
リ
ン
グ

の
象
徴
思
想
』
は
、
之
れ
に
詩
論
『
詩
歌
の
脚
髄
』
『
紳
祇
主
義
に
就
て
』
の

二
篇
と
、
詩
歌
と
、
鑽
繹
二
篇
と
を
加
C

輯
め
て
一
巻
と
な
し
、
友
人
、
知

人
、
そ
の
他
有
志
者
の
為
に
頒
た
れ
る
こ
と
4

な
り
、
『
哲
人
プ
ル
ノ
ー
』
は

已
に
、
京
都
市
丸
太
町
寺
町
東
入
弘
文
堂
書
房
よ
リ
出
版
せ
ら
れ
た
。
次
披

に
於
て
紹
介
せ
ら
れ
る
筈
で
あ
ろ
が
、
四
六
版
、
廊
布
表
紙
、
プ
ル
ノ
ー
肖

像
入
、
定
債
一
圃
二
十
錢
で
あ
る

9

『
シ
エ
リ
ン
グ
の
象
徴
思
想
』
近
く
出
来

す
る
で
あ
ら
う
が
、
豫
約
よ
リ
は
餘
分
に
印
刷
す
る
筈
で
あ
る
か
ら
、
希

望
の
人
は
、
＇
宮
城
、
矢
野
雨
氏
の
中
に
申
込
め
ぱ
質
捜
（
約
二
闘
）
を
以
て

頒
た
れ
る
で
あ
ら
う
。

佛
典
の
解
説

本
書
は
大
蔵
網
中
よ
り
特
に
日
本
文
明
に
重
要
な
る
脳
係
を
有
す
る
鯉
典 ＇ぐ●"4S 




